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§１．研究成果の概要 

 

本研究課題では、種々の応用に適用可能な、様々な特性を持つグラフェンナノリボン（GNR）の

合成を目指している。特に我々は、GNRの幅、構造を精密に制御するため、前駆体分子をビルデ

ィングブロックとするボトムアップ合成に取り組んでいる。ボトムアップ合成は 2010 年ころから行わ

れており、いくつかの GNRが合成されてきたが、これまで合成された GNRのバンドギャップは 2-

4eV程度と比較的大きい。一方、低消費電力／高速トランジスタへの応用を目指した場合、バンド

ギャップとしては 1eV程度以下を持つことが望ましく、この研究課題開始当初から、バンドギャップ

が小さな GNRの合成を目指してきた。 

今年度、我々は図１に示すような前駆体、合成スキームを用いることにより、原子 17個分の幅

と、アームチェアエッジを持つ GNR（17-AGNR）の合成に、世界で初めて成功した。走査トンネル

顕微鏡像で観測したところ、電子の分布が可視化され、エッジ構造を反映した凹凸が確認できた

（図 2（a））。また、非接触原子間力顕微鏡像では、炭素原子による骨格を見ることができるが、リボ

ン幅方向に 8個の六角形が連なった 17-AGNRの構造が明確に確認できた（図 2（b））。さらに、

走査型トンネル分光測定を活用することで、理論計算と一致する、約 0.6 eVのバンドギャップを持

つことを確認した。

 

図 1 金基板上での 17-AGNR の合成スキーム 

図 2  (a) 17-AGNR の走査トンネル顕微鏡像、 (b)非接触原子間力顕微鏡像

(東大・杉本准教授のご協力による) 
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§２．研究実施体制 
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・グラフェンナノリボン（GNR）の合成・評価とシミュレーション 
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[2] GNR 前駆体堆積・GNR形成技術の開発 
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